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遠 心 力 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 砂 利 基 礎 寸 法 表

h1 h2 h3 h1 h2 h3 h1 h2 h3

200 254 27 100 50 150 100 140 240 100 260 360

250 306 28 100 50 150 100 160 260 100 310 410

300 360 30 100 60 160 100 180 280 100 360 460

350 414 32 100 70 170 100 220 320 100 420 520

400 470 35 150 70 220 150 240 390 150 470 620

450 526 38 150 90 240 150 270 420 150 530 680

500 584 42 150 100 250 150 300 450 150 590 740

600 700 50 150 110 260 150 350 500 150 700 850

700 816 58 150 130 280 150 420 570 150 820 970

800 932 66 250 150 400 250 480 730 250 940 1,190

900 1,050 75 250 160 410 250 530 780 250 1,050 1,300

1,000 1,164 82 250 180 430 250 590 840 250 1,170 1,420

1,100 1,276 88 250 200 450 250 650 900 250 1,280 1,530

1,200 1,390 95 250 210 460 250 700 950 250 1,390 1,640

1,350 1,556 103 250 240 490 250 790 1,040 250 1,560 1,810

1,500 1,724 112 250 260 510 250 870 1,120 250 1,730 1,980

1,650 1,890 120 250 280 530 250 950 1,200 250 1,890 2,140

1,800 2,054 127 250 310 560 250 1,040 1,290 250 2,060 2,310

注） h1：基床部は機械投入、機械転圧施工
h2：抱き基礎部は機械投入、人力転圧施工

管径 管外径 管厚

(単位 ㎜)
90°基礎 180°基礎 360°基礎

90°

90°基礎

掘削幅

h2
h1

h3

90°

掘削幅

h1

180°基礎

h2

h3

掘削幅

h1

360°基礎

h2

h3

φ40㎜級切込砂利
基床部

φ40㎜級切込砂利
抱き基礎部



掘削幅
h
2

h1

Ｄ
ｔ

40㎜級切込砂利

抜出量

ｔ
ｔ

Ｄ

基床部 φ40㎜級切込砂利

抱き基礎部 φ40㎜級切込砂利h
2

h1

ゴム輪（滑材・止水滑材使用）

下流側

鉄筋コンクリート管（Ｂ形）布設図

ワイヤー

（Ａ）呼び径200～700程度

レバーブロック

ワイヤー 角材角材

レバーブロック
心出し用ワイヤー

（Ｂ）呼び径800以上

（１）接合方法 （２）許容抜出量

h3 h3

（単位：㎜）

呼び径 許容抜出量 呼び径 許容抜出量 呼び径 許容抜出量 呼び径 許容抜出量
150 11～16 400 11～17 800 13～20 1350 22～23
200 11～16 450 11～17 900 15～23 1500  6～ 9
250 11～16 500 11～17 1000 18～28 <Ｃ形>
300 10～15 600 13～20 1100 19～29
350 10～15 700 12～18 1200 21～31

　注：上記の値は、最大抜出量の１／３～１／２としているが、地盤沈下のおそれのある場
　　　合はなるべく小さく、上限はかなり良質地盤の場合とする。



硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 布 設 図 ( 1 )

注)・標線まで確実に挿入する。

・面取りはゴム輪がはく離しない為に行う。

・基床部は機械投入、機械転圧施工。

・抱き基礎部は機械投入、人力転圧施工。

掘削幅

10
0
管
外
径

10
0

砂基礎寸法表

掘削幅

10
0

10
0

Ｈ

Ｗ

抱き基礎部 抱き基礎部

基床部

基床部

管厚
(最小)

150 165 5.1
200 216 6.5
250 267 7.8
300 318 9.2
350 370 10.5
400 420 11.8
450 470 13.2
500 520 14.6

管径 管外径
管厚

Ｈ Ｗ (最小)
200 241.4 165.6 6.5
250 300.9 206.2 7.8
300 360.6 247.0 9.3
350 420.2 287.6 10.5

管径
管外径

ゴム輪（滑材使用）

標線

t/2

t/2

面取り詳細

接合方法



硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 布 設 図 ( 2 )

本 管 配 管 図 マ ン ホ ー ル と の 接 合

基 礎 防 護 図

湧水のある場合の施工方法

マンホール

流水方向

上流側マンホール 下流側マンホール

下流用マンホール継手

調整管 ゴム輪受口片受け直管

上流用マンホール継手

Ｓ

Ｌ

砂付け加工とする

上流用マンホール継手
(略号 ＭＲ)

Ｓ

Ｌ

砂付け加工とする 標線

15～30°
Ａ部

下流用マンホール継手
(略号 ＭＳＡ)

Ａ部 詳細図

ｔ t/
2

15～30°

Ｓ
砂付け加工とする

Ｌ

副管分岐用マンホール継手
(略号 ＭＲＬ)

Ｓ
ﾏﾝﾎー ﾙ用 副管用 （参考）

200
250
300
350
400
450
500
600 350

250

300

呼び径
Ｌ　（最大）

500±15 1000±15

呼び径 Ｌ Ｓ（参考）
200
250
300
350
400
450
500
600 350

250

300

500±15

1000±15

土木安定シート

暗渠排水管



リ ブ 付 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 布 設 図 ( 1 ）

注)・標線まで確実に挿入する。

・基床部は機械投入、機械転圧施工。

・抱き基礎部は機械投入、人力転圧施工。

管径 管外径
150
200 228
250 286
300 343
350 400

400 458
450 514
500 571

単位：㎜
外径 リブ外径 リブ高さ リブ間隔 リブ幅 近似内径 1ｍ当りの質量

ＤＳ 許容差 ｔ(最小) 許容差 Ｄ(参考) ＤＲ(参考) ＨＲ(参考) Ｐ(参考) ＥＳ(参考) ｄ(参考) (ｇ/ｍ)(参考)

200 207.7 ±0.7 2.4 ±0.8 205.5 228.8 11.6 25.4 3.6 200 4,350

250 258.5 ±0.9 2.7 ±0.8 256.1 286.2 15.0 30.5 4.4 250 6,380

300 309.7 ±1.0 3.0 ±1.2 307.1 343.6 18.2 38.1 5.4 300 9,020
350 360.2 ±1.1 3.1 ±1.2 357.4 400.6 21.6 38.1 5.9 350 12,030

400 412.5 ±1.3 3.8 ±1.4 409.0 458.4 24.7 50.8 7.2 400 15,760

450 462.5 ±1.4 4.0 ±1.4 459.3 514.6 27.6 50.8 7.8 450 19,750
500 512.9 ±1.6 4.1 ±1.4 509.5 571.2 30.8 50.8 8.5 500 24,440

シール部外径 管厚
呼び径

リブ直管部寸法（共通）

単位：㎜

差し口部

内径 長さ リブ外径
d1(最小) l (最小) ＤＲ（参考）

200 229.7 108 228.8

250 287.3 126 286.2

300 344.9 149 343.6
350 402.1 154 400.6

400 460.2 190 458.4

450 516.6 195 514.6

受口部

呼び径

リブ直管およびリブ異形管受口およびゴム輪差し口寸法(共通)

掘削幅

φ40㎜級切込砂利
抱き基礎部

φ40㎜級切込砂利
基床部

砂利基礎寸法表

1
00
管
外
径

10
0

リブ直管部(共通)

ｄ Ｄ Ｄ
Ｒ

ＥＳ
Ｐ

Ｈ
Ｒ

φ
Ｄ
Ｒ

φ
ｄ
φ
Ｄ
Ｓ
φ
Ｄ

ｔ

リブ直管および異形管受口およびゴム輪差し口(共通)



Ｄ
Ｒ

ゴム輪

標線

ｄ
１



リ ブ 付 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 布 設 図 （ ２ ）

単位：㎜

呼び径 Ｌ 許容差
200 +30
250 -10
300 +40
350 -10
400
450
500

片受けリブ直管寸法

4000

4000

4000
+50
-10

単位：㎜

呼び径 Ｌ 許容差 Ｓ(参考)
200 +30
250 -10
300 +40
350 -10
400
450
500

250

300

上流用マンホール継手寸法

500

500

500
+50
-10

単位：㎜

呼び径 Ｌ 許容差 Ｓ(参考)
200 +30
250 -10
300 +40
350 -10
400
450
500

300

下流用マンホール継手寸法

250

250

500

500

1000
+50
-10

単位：㎜

呼び径 Ｌ 許容差 Ｓ(参考)
200 +30
250 -10
300 +40
350 -10
400
450
500

300

副管分岐用マンホール継手寸法

250

250

1000

1000

1000
+50
-10

マンホール

マンホール継手

リブパイプ直管
（調整管）

マンホール継手

リブパイプ直管

流水方向

上流側マンホール 下流側マンホール

リブパイプ下流用 リブパイプ上流用

上流用マンホール継手
(略号 ＭＲ－ＰＲＰ)

Ｌ

Ｓ砂付け

(略号 ＭＳＡ－ＰＲＰ)
下流用マンホール継手

Ｓ

Ｌ

標線 ゴム輪砂付け

Ｓ砂付け

Ｌ

副管分岐用マンホール継手
(略号 ＭＲＬ－ＰＲＰ)

Ｌ

標線ゴム輪

片受けリブ直管
(略号 ＰＲＰ)



埋 戻 し 工 の 仕 様

Ａ区分 落下高を30㎝以下とし機械投入・人力転圧
Ｂ区分 落下高を50㎝以下とし機械投入・機械転圧
Ｃ区分 落下高を150㎝以下とし機械投入・機械転圧
抱き基礎部 機械投入・人力転圧
基床部 機械投入・機械転圧

人力床均し

機械掘削

10
0

30
0

30
0

30
0

30
0

30
0

30
0

Ｃ区分
（機械埋戻し）

（機械埋戻し）
Ｂ区分

（機械埋戻し）

基床部
抱き基礎部

埋 設 管

Ａ区分



マンホール設置工設計標準図



マンホールの表示及び形状別用途

注）記号のうち、細・中・中太は太さを表す。

中　 内部立上げ管径200㎜
（直径3㎜） 内径300㎜、外径600㎜
中　 内径700㎜
（直径3㎜） 外径1,000㎜

下部１号ブロック　内径900㎜
　（Ｈ＝500）　　 外径1,260㎜
下部２号ブロック　内径900㎜
　（Ｈ＝700）　　 外径1,260㎜

管径500～900㎜、マンホール深5.0～8.0ｍ以下
管径450㎜以下でマンホール深5.0ｍ以上

外 Ｈ－８型 管径1,000～1,200㎜でマンホール深5.0～8.0ｍ
（直径3㎜）
内
（直径2㎜）
中太 Ｈ－５型 内寸法1,800×1,800㎜ 管径1.350～1,500㎜マンホール深5.0ｍ以下

Ｈ－８型 外寸法2,300×2,300㎜ 管径1.350～1,500㎜マンホール深5.0～8.0ｍ

（直径4㎜）
中太
（4㎜角）
細　 内部立上げ管径150㎜ 内部立上げ管は取付け管と同径
（直径2㎜） 内径200㎜、外径254㎜ 防護桝
細　□
（2㎜角）

用　　　途記号 名　称 形状 規　　　格

雨　　水　　桝

円

角

既製品

既製品

特殊マンホール 角 現場打

汚　　水　　桝

管径1,000～1,200㎜でマンホール深10.0ｍ以上

第４号マンホール

特４号マンホール
　　○

角

角

既製品

現場打 管径1.350～1,500㎜

Ｈ－５型 内寸法1,500×1,500㎜

外寸法1,900×1,900㎜

管径1,000～1,200㎜でマンホール深5.0ｍ以下
角

角

既製品

現場打

（直径3㎜）

　　●

中　◎

特３号マンホール

第３号マンホール

外寸法1,500×1,500㎜

管径500～900㎜、マンホール深5.0ｍ以下

特２号マンホール 角 現場打 管径500～900㎜でマンホール深8.0ｍ以上

Ｈ－８型
既製品角第２号マンホール

函渠管理用、第１号マンホール円形ブロック使用

管径250㎜以下、マンホール深5.0ｍ以下

管径300～450㎜、マンホール深5.0ｍ以下

Ｈ－５型 内寸法1,200×1,200㎜

（直径3㎜） 特１号マンホール 円 既製品

第１号マンホール 円 既製品
中

　　

内部立上げ管は本管と同径

第０号マンホール 円 既製品 管径250㎜以下、マンホール深5.0ｍ以下

簡 易 ホ ー ル 円 既製品



左右貫通穴（φ9）付ゴムキャッップ装着する事

①カバー平面図

袋鍵穴 ゴムキャップ装着する事

②フレーム平面図

ずれ止めストッパー断面図

カバー､フレーム断面図

蝶番座、アンカー穴詳細

4 5

6
3

2

1

40

22

USUI 浮き出し位置

14

18

178

56

13
11
0

40

50

15

9
6

φ652
φ634

φ600

φ820
PCD760

ずれ止めストッパー

品名 旭川市型人孔鉄蓋 Ｔ２５ ロック式

1
2
3
4
5
6

１

１

１

１

１

３

蝶番受け

ストッパー

蝶 番

枠

蓋

名 称品番

ＡＪフレームホルダー

材 質

ＦＣＤ７００

ＦＣＤ６００

ＦＣＤ６００

ナイロン

ＦＣＤ６００

備 考個

ポリアセタール他




